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研究分野：社会科学 
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１．研究計画の概要 
生涯学習社会への参画能力の育成という側面から、

現代が要請するリテラシー像を策定し，その像の

下で，現在の学校算数・数学の実際を批判的に考

察し，同時にリテラシー形成のためのその役割や

可能性を考えることが、本科研の目標であり研究

計画である。 

 

２．研究の進捗状況 
2 年次の 19 年度から毎年、国際的に著名な数学教

育研究者を米国から招聘し、数学的リテラシーに

関する基盤的検討をセミナーの形式で４日間から

５日間の日程で実施している。若い研究者にも参

加を呼びかけ、研究発表を求めている。これらの

研究成果として、３年目に当たる平成 20 年度に科

学教育学会第 32 回年会(年会テーマ：転換期の科

学教育 これからの科学的リテラシー)で、本科研

の「生涯学習社会における数学的リテラシー構築

のための開発研究」をテーマに自主企画課題研究

を立ち上げ、５編の研究発表を組織した。また研

究成果として３本の学術論文を上げることができ

る。いずれも査読付きであり、日本科学教育学会

のジャーナル「科学教育研究」に、１本は掲載済

みであり、他の２本は掲載予定である。 

 

３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
今年度は本科研の最終年にあたる。そこで数学的

リテラシーの基盤的検討を総括する意味で、昨年

に引き続き、８月に科学教育学会第 33 回年会で自

主企画課題研究を立ち上げ、「数学的リテラシーと

いう視座からの数学教育の再検討」というテーマ

で、数学教育における今日的課題を明らかにした

い。また 12 月には米国より著名な数学教育研究者

を２名招聘し、３回目の数学的リテラシーに関す

る国際セミナーを実施することになっている。さ

らに教育学研究科のリサーチオフィスに応募し、

「教科リテラシーが育成できる教科教員養成モデ

ルプログラムの開発」をテーマに、各教科から９

名の研究者を組織して、開発研究を実施する予定

である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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